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(57)【要約】
本発明は、外科用器具（７，７’，７’’）、特に内視
鏡の再処理を行う再処理装置（２）に用いられるアダプ
タ装置（３，３’，３’’）に関し、アダプタ装置（３
，３’，３’’）は、入口側（１６，１６’，１６’’
）には、再処理装置（２）の連結装置（８，８’，８’
’）に接続するための少なくとも１つの流体用装着部品
が設けられ、出口側（１７，１７’，１７’’）には、
外科用器具（７，７’，７’’）に接続する機能を有し
、かつ、形状が外科用器具（７，７’，７’’）の装着
部（１８）に適合する少なくとも１つの流体用装着部品
（１３）が設けられる。本発明はさらに、対応する再処
理システム、及び、対応する再処理システムを作動させ
る方法に関する。本発明に係るアダプタ装置（３，３’
，３’’）は、アダプタ装置（３，３’，３’’）が、
再処理装置（２）によって検出可能なアダプタ識別特徴
部（４，４’，４’’）を有することを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外科用器具（７，７’，７’’）、特に内視鏡の再処理を行う再処理装置（２）に用い
られるアダプタ装置（３，３’，３’’）であって、
　前記アダプタ装置（３，３’，３’’）は、入口側（１６，１６’，１６’’）には前
記再処理装置（２）の連結装置（８，８’，８’’）に接続するための少なくとも１つの
流体用装着部品が設けられ、出口側（１７，１７’，１７’’）には前記外科用器具（７
，７’，７’’）に接続する機能を有し、かつ、形状が前記外科用器具（７，７’，７’
’）の装着部（１８）に適合する少なくとも１つの流体用装着部品（１３）が設けられて
おり、
　前記アダプタ装置（３，３’，３’’）が、前記再処理装置（２）によって検出可能な
アダプタ識別特徴部（４，４’，４’’）を有することを特徴とする、アダプタ装置（３
，３’，３’’）。
【請求項２】
　前記アダプタ識別特徴部（４，４’，４’’）は、ＲＦＩＤ応答器、バーコード、又は
磁気コードを備えていることを特徴とする、請求項１に記載のアダプタ装置（３，３’，
３’’）。
【請求項３】
　外科用器具（７，７’，７’’）、特に内視鏡の再処理を行う再処理装置（２）と、ア
ダプタ装置（３，３’，３’’）とを有する再処理システム（１）であって、
　前記再処理装置（２）は、請求項１又は２に記載の前記アダプタ装置（３，３’，３’
’）に接続するための連結装置（８，８’，８’’）を有し、かつ、特に前記再処理装置
（２）に接続されたアダプタ装置（３，３’，３’’）について、前記アダプタ装置（３
，３’，３’’）の前記アダプタ識別特徴部（４，４’，４’’）を検出する検出装置（
６，６’，６’’）がさらに設けられる、再処理システム（１）。
【請求項４】
　ＲＦＩＤ読取装置（６，６’，６’’）、バーコード読取装置、及び／又は磁場検出装
置が設けられていることを特徴とする、請求項３に記載の再処理システム（１）。
【請求項５】
　複数の連結装置（８，８’，８’’）が設けられており、その各々がアダプタ装置（３
，３’，３’’）、又は複数のアダプタ装置（３，３’，３’’）に接続可能であるか、
又は接続されていることを特徴とする、請求項３又は４に記載の再処理システム（１）。
【請求項６】
　前記再処理装置（２）には、前記再処理装置（２）内に設けられた各アダプタ装置（３
，３’，３’’）のために、制御又は調節可能なポンプ（１０，１０’，１０’’）が設
けられていることを特徴とする、請求項３～５のいずれか１項に記載の再処理システム（
１）。
【請求項７】
　前記再処理装置（２）内で外科用器具（７，７’，７’’）を支持するためにかご状容
器（１５，１５’，１５’’）が設けられており、前記かご状容器（１５，１５’，１５
’’）が、前記再処理装置（２）によって検出可能な、特に前記再処理装置（２）の前記
検出装置（６，６’，６’’）によって検出可能な、又は検出されているかご状容器識別
特徴部（５，５’，５’’）を有することを特徴とする、請求項３～６のいずれか１項に
記載の再処理システム（１）。
【請求項８】
　前記かご状容器識別特徴部（５，５’，５’’）はＲＦＩＤ応答器、バーコード、又は
磁気コードを備えていることを特徴とする、請求項７に記載の再処理システム（１）。
【請求項９】
　請求項１又は２に記載のアダプタ装置（３，３’，３’’）を少なくとも１つ備える、
請求項３～８のいずれか１項に記載の再処理システム（１）を作動させる方法であって、
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　前記アダプタ装置（３，３’，３’’）に外科用器具（７，７’，７’’）を接続する
工程と、
　前記再処理装置（２）に設けられた検出装置（６，６’，６’’）によって前記アダプ
タ装置（３，３’，３’’）を検出する工程と、
　前記アダプタ装置（３，３’，３’’）をその入口側（１６，１６’，１６’’）で前
記再処理装置（２）に接続する工程と、
　前記アダプタ装置（３，３’，３’’）の検出に応じて、前記再処理装置（２）の制御
装置又は調節装置（１１）によって流体圧を設定する工程と
を含む方法。
【請求項１０】
　前記外科用器具（７，７’，７’’）の少なくとも１つのチャネルを、設定された流体
圧の流体を用いて洗浄することを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記再処理装置（２）に複数のアダプタ装置（３，３’，３’’）が接続され、各アダ
プタ装置（３，３’，３’’）に対して個別の流体圧が設定されることを特徴とする、請
求項９又は１０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、外科用器具、特に内視鏡の再処理を行う再処理装置に用いられるアダプタ装
置に関し、該アダプタ装置は、入口側には、再処理装置の連結装置に接続するための少な
くとも１つの流体用装着部品が設けられ、出口側には、外科用器具に接続する機能を有し
、かつ、形状が外科用器具の装着部に適合する少なくとも１つの流体用装着部品が設けら
れる。本発明はまた、外科用器具、特に内視鏡の再処理を行う再処理装置と、アダプタ装
置とを有する再処理システムに関し、再処理装置は、再処理システムに具備されるアダプ
タ装置に接続するための連結装置、特に装着部品を有する。最後に、本発明は、少なくと
も１つのアダプタ装置を備えた再処理システムを作動させる方法に関する。
【０００２】
　外科用器具、特に内視鏡の再処理装置は、多くの場合、外科用器具の外面とチャネル又
はチャネルシステムとの両方を洗浄及び殺菌するシステム又は装置を有する。この目的の
ために、通常は洗浄系統が設けられる。具体的には、外科用器具、特に内視鏡、又は可撓
性を有する内視鏡の内部チャネルの洗浄を行う場合、再処理の衛生上の結果は、流量に依
存し、その量は各外科用器具に許容される最大洗浄圧力によって制限を受ける。この最大
許容洗浄圧力は、種々の外科用器具製造元によって様々な値に決められている。この範囲
は、例えば、いくつかの製造元による０．８ｂａｒ（８０ｋＰａ）の圧力差から、本出願
人による２．０ｂａｒ（２００ｋＰａ）の圧力差までの幅がある。
【０００３】
　外科用器具、特に可撓性を有する内視鏡のチャネル又はチャネルシステムを再処理する
洗浄系統は、流量が可能な限り多く設計されていることが好ましい。しかしここでは、許
容流量は、再処理装置又は再処理システムと適合可能である、許容圧力が最も低い外科用
器具を用いて定義される。
【０００４】
　再処理装置又は再処理システムが様々な外科用器具に適合可能であるため、許可される
流体圧がより高い、又は許容流体圧がより高い内視鏡の場合、これにより衛生的に不十分
な結果を生じさせるか、又は該当する外科用器具をより長時間処理して衛生的に良好な結
果を得るようにしなければならない。これは、再処理装置又は再処理システムが、許容で
きる最大圧力が最も低い外科用器具を基準とした圧力に対して設計されているためである
。
【０００５】
　本発明の目的は、様々な外科用器具に対しても最適かつ効率的な洗浄が可能である再処
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理システム、該システムのアダプタ装置、及び該再処理システムを作動させる方法につい
て述べることである。
【０００６】
　この目的は、外科用器具、特に内視鏡の再処理を行う再処理装置に用いられるアダプタ
装置によって達成され、該アダプタ装置は、入口側には再処理装置の連結装置に接続する
ための少なくとも１つの流体用装着部品を有し、出口側には外科用器具に接続する機能を
有し、かつ、形状が外科用器具の装着部に適合する少なくとも１つの流体用装着部品を有
しており、アダプタ装置は再処理装置によって検出可能なアダプタ識別特徴部を有してい
る点においてさらに発展する。
【０００７】
　本発明に係るアダプタ装置を外科用器具の再処理を行う再処理装置に使用することによ
り、どの外科用器具が洗浄されようとしているかを迅速に検出できるため、流体圧をそれ
ぞれの外科用器具に合わせて調整することができ、これにより、比較的短時間で衛生的に
優れた結果を得ることができる。
【０００８】
　ここで、特に複数のチャネルが存在する外科用器具の場合、その装着部又はチャネル装
着部は、複数の外科用器具に対して、又は該当する外科用器具に対して明確に割り当て可
能であるように、様々な形状を有すると特に考えられる。ここで、外科用器具に対して明
確にアダプタ装置を割り当てるためには、アダプタ装置の複数の流体用装着部品の端部、
又はアダプタ装置の流体用装着部品の端部が適合するのは、１種類の外科用器具又はチャ
ネル用装着部のみであることが好ましい。複数の流体用装着部品又は当該流体用装着部品
と、外科用器具のチャネルに設けられた、これらの部品の対となる部品との機械的なコー
ド化により、アダプタ装置を取り違えないようになっている。本発明によれば、アダプタ
装置にはさらにアダプタ識別特徴部が設けられており、これにより再処理装置は、どのア
ダプタ装置が使用中であるのかを検出できる。よって、外科用器具を洗浄するために供給
すべき適正な圧力を、再処理装置に関して、又は再処理装置内で利用可能にすることがで
きる。
【０００９】
　アダプタ識別特徴部は、ＲＦＩＤ応答器、バーコード及び／又は磁気コードを備えてい
ることが好ましい。ここで、ＲＦＩＤ応答器をアダプタ装置内、又はアダプタ装置上に設
けることが特に好ましい。アダプタ装置は、再処理装置の洗浄空間に配置されると、再処
理装置に備えられているＲＦＩＤ読取装置によって検出又は識別可能となる。この情報は
その後、アダプタ装置に装着される外科用器具に対して理想的な洗浄圧力を調整するため
に使用され得る。ここでの効果で秀でているのは、アダプタ識別特徴部を使用することに
よって、例えば板状アダプタとして設計されるアダプタ装置について、どのアダプタ装置
が再処理装置に接続されているのかに関する情報が常に存在することが保証されているこ
とである。これにより、不明なアダプタ装置が装着される事態が起こらないようにするこ
とができ、よって、外科用器具の識別において、及び洗浄用途で供給される洗浄圧力につ
いて、明確な効果が得られる。さらにその後、再処理に用いられたアダプタ装置を再処理
ログに記録することも可能であり、これにより外科用器具の再処理を完全に文書管理する
ことができる。
【００１０】
　ＲＦＩＤ技術の代わりに、アダプタ装置を検出する他の形態を設けることも可能である
。例えばバーコード又は磁気コードを設けることもできる。
　本目的はさらに、外科用器具、特に内視鏡の再処理を行う再処理装置と、アダプタ装置
とを備える再処理システムであって、再処理装置がアダプタ装置に接続するための、特に
装着するための連結装置を有する、再処理システムにより達成される。加えて、特に再処
理装置に装着されたアダプタ装置、又は再処理装置に接続されたアダプタ装置について、
アダプタ装置のアダプタ識別特徴部を検出する検出装置が設けられる。
【００１１】
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　ここで検出装置は、連結装置上、連結装置内、又は連結装置近傍に配置されることが好
ましい。再処理装置は、特に流体用の装着部として、連結装置を用いてアダプタ装置に装
着される。
【００１２】
　ＲＦＩＤ読取装置、バーコード読取装置、及び／又は磁場検出装置が設けられている、
又はこれらの装置がそれぞれ複数設けられていることが好ましい。ここで、コスト面を考
慮すると、検出装置のうちの１つだけ、すなわちＲＦＩＤ読取装置、バーコード読取装置
、磁場検出装置のいずれかを設けることが好ましい。しかしながら、アダプタ装置を極め
て確実に検出できるようにするためには、これらの検出装置のうちの２つ以上を設けるこ
とも可能である。
【００１３】
　各々がアダプタ装置又は複数のアダプタ装置に接続可能であるか、又は接続されている
、複数の連結装置が設けられていることが好ましい。これにより、複数の、しかも特に異
なる、外科用器具が、それぞれのアダプタ装置を用いて再処理装置に接続可能であり、よ
って再処理システムが極めて効率的になる。
【００１４】
　再処理装置には、再処理装置内に設けられた各アダプタ装置用に、制御又は調節可能な
ポンプが設けられていることが好ましい。これにより、様々な外科用器具に対して異なる
流体圧を効率的に供給することができる。
【００１５】
　再処理装置内で外科用器具を支持するためのかご状容器が設けられていることが好まし
く、該かご状容器は、再処理装置によって検出可能な、特に、再処理装置の検出装置によ
って検出可能であるか、又は検出されている、かご状容器識別特徴部を有する。このため
、本システムは、外科用器具を支持する、又は収容可能であるかご状容器を備えている。
かご状容器はかご状容器識別特徴部を有しており、これを用いることで、識別特徴部に従
ってかご状容器を、よってかご状容器に装入されている外科用器具も、アダプタ装置に対
して識別することが可能である。ここで、アダプタ識別特徴部を検出する検出装置と同じ
検出装置を、かご状容器識別特徴部の検出にも使用可能であることが好ましい。
【００１６】
　かご状容器識別特徴部はＲＦＩＤ応答器、バーコード、又は磁気コードを備えているこ
とが好ましい。この場合においても、ＲＦＩＤ応答器が特に好ましい。この場合、ＲＦＩ
Ｄ読取装置は、特にかご状容器のＲＦＩＤ応答器とアダプタ装置のＲＦＩＤ応答器の両方
を検出する検出装置として機能する。その情報、つまり、どのかご状容器が再処理装置内
のアダプタ装置に接続する際に装入されている、又は装入されることになるのかという情
報は、文書管理の目的に加えて、特定のかご状容器を特定の再処理プログラムのみに許容
するためにも使用することができる。これは例えば、再処理装置又は再処理システムが加
熱再処理も実現可能である場合に好都合となり得る。これにより、高温による可撓性内視
鏡の損傷、及び、例えば化学物質による別の外科用器具の損傷を排除できる。
【００１７】
　本目的はさらに、上述のアダプタ装置を少なくとも１つ備えた上述の再処理システムを
作動させる方法によって達成され、該方法は、アダプタ装置に外科用器具を装着又は接続
する工程と、再処理装置に設けられた検出装置を用いてアダプタ装置を検出する工程と、
アダプタ装置をその入口側で再処理装置に装着又は接続する工程と、アダプタ装置の検出
に応じて、再処理装置の制御装置又は調節装置によって流体圧を設定する工程とを含む。
【００１８】
　本発明に係る方法によって、外科用器具を非常に効率的に処理することができる。
　外科用器具の少なくとも１つのチャネルを、設定された流体圧の流体を用いて洗浄する
ことが好ましい。このことは、再処理装置に複数のアダプタ装置が接続又は装着され、各
アダプタ装置に対して個別の流体圧を設定する場合に特に好ましい。よって、異なる外科
用器具を個別の流体圧によって処理する、例えば洗浄することができる。
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【００１９】
　本発明の更なる特徴は、請求項及び添付の図面とともに、本発明に係る実施形態の説明
から明らかになるであろう。本発明に係る実施形態によって、個々の特徴、又はいくつか
の特徴の組み合わせが実現可能である。
【００２０】
　本発明を、本発明の概念を限定することなく、図面を参照した例示的な実施形態に基づ
いて以下に説明する。文面ではより詳細には説明されていない本発明に係る全詳細の開示
に関しては、図面を明確に参照する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る再処理システムを模式的に示したものである。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図面において、同種又は類似の要素及び／又は部品には同じ参照符号が付されており、
対応する再説明は省略され得る。
　図１は、本発明に係る、再処理装置２を備えた再処理システム１を模式的に示す。再処
理装置２は、内視鏡用に設けられたかご状容器１５，１５’，１５’’内で支持された３
つの内視鏡７，７’，７’’を受容するために、十分な場所又は空間を有する。内視鏡は
、洗浄が施されることになる適切なチャネルを有する。この目的のために、内視鏡は、異
なる内視鏡装着部１８に装着されることになる管１３に接続される。内視鏡装着部１８は
それぞれ、それぞれのチャネルに応じて、又は内視鏡の種類に応じて、また場合によって
は内視鏡の製造元に応じて、機械的に異なってコード化されており、図示されていない端
部を有する対応する管１３がそれぞれチャネルの入口に正確に嵌まるようになっている。
【００２３】
　この例示的実施形態では、各内視鏡には、適切に装着される管１３が６本設けられてい
る。管１３は、アダプタ装置３，３’，３’’の出口側１７，１７’，１７’’に装着さ
れている。アダプタ装置３，３’，３’’はそれぞれ、アダプタ装置３，３’，３’’の
入口側１６，１６’，１６’’において再処理装置２の連結装置８，８’，８’’に接続
されている。
【００２４】
　アダプタ装置３，３’，３’’は各々、ＲＦＩＤ応答器４，４’，４’’を有する。各
ＲＦＩＤ応答器４，４’，４’’は対応するアダプタ装置３，３’，３’’についての情
報を備えており、その情報はＲＦＩＤ読取装置６，６’，６’’を用いて読み取り可能で
ある。信号強度は、それぞれのＲＦＩＤ読取装置に割り当てられたＲＦＩＤ応答器の信号
又は情報のみが、その応答器に割り当てられた読取装置によって読み取られるように調整
されているか、又は調整されることになる。
【００２５】
　対応する流体配管は、流体分配器９，９’，９’’を起点として、連結装置８，８’，
８’’へと導通する。適切な流体圧の流体がそれぞれの流体分配器９，９’，９’’に分
配される。この流体は、装着された配管を介して、連結装置８，８’，８’’を通り、そ
れぞれのアダプタ装置３，３’，３’’を介して管１３内へと達する。
【００２６】
　ポンプ１０，１０’，１０’’を用いて異なる圧力を設定することができる。制御又は
調節装置１１はこの用途のための機能を有し、読取装置６，６’，６’’から、点線で示
された信号線を介して適切な信号を受信する。これらの信号は相応してさらに処理される
。各外科用器具への割り当ては、それぞれの外科用器具７，７’，７’’に適した圧力が
ポンプ１０，１０’，１０’’によって設定されるように行われる。
【００２７】
　洗浄系統は、内視鏡７，７’，７’’の各チャネルを洗浄するために用いられる。上述
のように、洗浄用の流体は、一方では内視鏡のチャネルを通って伝達され、もう一方では
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流体分配器１４，１４’は回転自在に取り付けられていることが好ましい
　それぞれの洗浄系統は、洗浄用の流体を、循環ポンプ１９を用いて再処理装置２の洗浄
区画から除去し、流体分配器１４，１４’へ供給するように設計される。非自吸式ポンプ
１０，１０’，１０’’の場合、配管１２’’が設けられ、この配管を用いて洗浄用の流
体が次にポンプ１０，１０’，１０’’へと供給される。この場合、配管１２’は省略さ
れる。ポンプ１０，１０’，１０’’が自吸式ポンプの場合には、配管１２’が設けられ
る。そして配管１２’’が省略される。この場合、ポンプ１０，１０’，１０’’によっ
て、洗浄用の流体が再処理装置２の洗浄領域から自動的に吸引される。
【００２８】
　さらに、対応するかご状容器１５，１５’，１５’’は、それぞれのかご状容器を明確
に識別できるように、ＲＦＩＤ応答器５，５’，５’’を有していてもよい。
　上記ですでに述べたように、ＲＦＩＤ応答器、及びＲＦＩＤ読取ユニット又はＲＦＩＤ
読取装置の代わりに、他の検出装置も使用できる。
【００２９】
　図面のみに示されているものも含む言及した全ての特徴、及び、他の特徴と組み合わせ
て開示されている個々の特徴は、個別でも、及び組み合わせても、本発明に必須であると
みなされる。本発明に係る実施形態は、個々の特徴又はいくつかの特徴の組み合わせによ
って満たされることができる。
【符号の説明】
【００３０】
１　　再処理システム
２　　再処理装置
３，３’，３’’　　アダプタ装置
４，４’，４’’　　ＲＦＩＤ応答器
５，５’，５’’　　ＲＦＩＤ応答器
６，６’，６’’　　読取装置
７，７’，７’’　　内視鏡
８，８’，８’’　　連結装置
９，９’，９’’　　流体分配器
１０，１０’，１０’’　　ポンプ
１１　　制御又は調節装置
１２，１２’，１２’’　　配管
１３　　管
１４，１４’　　流体分配器
１５，１５’，１５’’　　かご状容器
１６，１６’，１６’’　　入口側
１７，１７’，１７’’　　出口側
１８　　内視鏡装着部
１９　　循環ポンプ
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